
 先日の外来での出来事です。 

 自閉症の子をもつお母さんが、泣きながら話

してくれました。 

今まで仲良く話をしていたお兄ちゃんの友達の

母親が、自閉症の子に会った途端、表情が変わ

り、それからお母さんを避けるようになった。

ということでした。 

私は、そんなお母さんにある女性の話をしまし

た。 

女性は、学徒動員で軍需工場で働いていた時

に、空襲に遭いました。必死に逃げ、奇跡的に

助かったのですが、首に大きなやけどをしてし

まいました。 

女性は、年頃になった時に、お見合いがありま

したが、 

「首に傷のあるような嫁はもらえない。」 

と相手の母親に言われてしまいました。 

女性は空襲で怪我をしたんだと間に入った人は

説明してくれましたが、結局断られてしまいま

した。 

そのため、女性は結婚をあきらめました。 

ある日、女性にお見合いの話がありました。 

女性は、首の傷があるため断りましたが、首に

傷があってもいいからと先方が言っているとい

うので、仕方なくお見合いをしました。 

結局、結婚する事になりました。 

結婚してみたら、旦那さんはとても優しくて女

性の言うことを何でも聞いてくれました。 

息子さんが障害をもって生まれ、大変な思いを

しましたが、旦那さんは息子さんにもとても優

しくしてくれました。 

そして息子さんは島田療育園に入所しました。 

「あの人（旦那）は、もう死んじゃったけど、

幸せでしたね。」 

女性は、 

「首の傷のおかげです。」 

と、お茶をすすりながらしみじみとそう語りま

した。 

 私は、お母さんに話を続けました。 

「お母さん、その話をしたときに、『ひどいわ

ね』と言ってくれた人がいたでしょ。 

『ひどいわね』と言ってくれた人が友達なの。 

避けるようになった人は、それだけの人なの。 

付き合わないようになってよかったね。 

自閉症の子は、『鏡』なんじゃないかな。 

人 の 心 を 写 し 出 す

『鏡』。 

世の中にはいろいろな人

が い る の で、『鏡』に

写った心を観ながら、生

きていけばいいと思う

よ。」 

 

「そうですね。」 

お母さんは、そういうと笑ってくれました。 

人生は、山あり谷ありです。 

暗闇の中で光を求めてさまようことは、誰もが

経験するでしょう。 

でも、最後に笑えれば、それでいいですよね。 

そんなお手伝いを島はちができればと思いま

す。 

 

 

島田療育センター 

     はちおうじ 

   

 （所長 小沢 浩） 
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3月23日に通所科の一年の締めくくりの行事

として年度末納め会を行いました。午前の部は1

年間行ってきた活動の成果を展示し、特にサー

クル活動に力を入れる1年間で、クラフトサーク

ルでは革を刻印打ちして作成したコースターや

キーホルダーの展示、陶芸サークルでは粘土か

ら作成したコッ

プ や お 皿 の 展

示、園 芸 サ ー ク

ルでは水耕栽培

で育てた野菜販

売、販 売 サ ー ク

ルでは有志の方

から集まった品

物 を 販 売 し、多

くのお客さんが

ご来店くださいました！ 

午後はグループに分かれて演目を行い、Aグ

ループは一人ひとりがヒーローになり悪者を

やっつけていくヒーローショーで大活躍！Bグ

ループはそれぞれの方が

自分の得意分野を活かし

ての楽器演奏を行い盛り

上がりました♪  

4月6日(金)に通所では、2018年度入所歓

迎会を行いました。歓迎会に向けて歓迎の歌

の練習や会の予行練習などを行い、利用者

様、職員ともにこれから新たな仲間を迎える

ことを楽しみにしてい

ました。今年度は、男

性3名、女性1名の合

計4名の方が新しく仲

間に加わり、一層にぎ

やかなしまはち通所と

なりました。歓迎会は

所長、副所長、利用者様代表からの歓迎のあ

いさつから始まり、八王子東特別支援学校の

先生が来賓としてお越しくださり、学校時代

のお話も聞くことができました。新入所のみ

なさんの自己紹介でも笑顔が咲き、終始温か

い雰囲気の中、進行していきました。 

 午後には初めての活動として、毎年恒例の

大筆書道を行いました。「仲間」を新入所の

方々を中心に書き上げました。 

 これから、通所に慣れて

いただき、楽しんで通所い

ただけるよう、職員一同支

援していきたいと思いま

す。よろしくお願いいたし

ます！ 

        【通所科  栗原 絵梨奈 】     

            

 6月7日（木）に小グループ外出で相模原北

公園に赴きました。今回目指すは咲き誇る紫陽

花の海。直前まで天気が不透明だったため、前

日にはみなさんで巨大なてるてる坊主を作って

当日に備えま

した。待ちに

待った当日は

清々しいほど

の快晴。日差

しがまぶしい

ほどでした。

日差しのまぶ

しい晴天に

「暑いので

は……」と心配し

ましたが、公園は

日陰も多く、初夏

の風をさわやかに

感じながら紫陽花

見物をすることが

できました。右を

見ても左を見ても色とりどりの紫陽花が所狭し

と咲き誇っている様子に、みなさん目を奪われ

ていました。相模原北公園は紫陽花の他にもバ

ラや菖蒲、ラベンダーなど四季折々の花々をみ

ることができます。今週末、少し足をのばして

みてはいかがでしょうか。 

           【通所科 兒玉 裕】              

 
 

【通所科    一条 昌宏】 

  



 5月31日（木）から6月2日（土）まで、小児

神経学会が幕張メッセで開かれ、2500名近い参

加がありました。幕張の空は広く晴れわたってい

ましたが、会議場内では活発な議論が行われまし

た。 

島田療育センターは

ちおうじからは、小

沢浩所長、中村由紀

子先生、雨宮馨先生

が発表し、小沢所長

は医療的ケアのシン

ポジウムで座長も行

いました。 

全国の施設・病院の

医 師 を 含 め た 多 職

種・患者さん家族と

交流できる機会は貴重でもあり、とても勉強になりました。                

 6月９日土曜日に就学・進学に向けての 情報交換会を開催しました。 

午前は中学校への進学、午後は小学校への就学を控えているお子様の保護者の方々を対象に実施し、合わせ

て68家族135名の方々が参加されました。 

午前の中学の部では、特別支援学校、元特別支援学級の教諭より、中

学生活での学習内容や行事、進路や卒後の社会生活の基礎となる力を

育てていくことなど、より先の生活を見越して進路を考えていくこと

のお話しをしていただきました。先輩保護者の方からは進学先をお子

様とどのようにして学校選択をしたのか、進学に向けてご家庭で取り

組まれたこと、学校入学後の様子など、経験者として親身にお話しい

ただきました。 

午後の小学の部では、教育委員会の方から就学までの手続きやどのよ

うな学校選択があるのかについてお話をしていただきました。特別支援学校，特別

支援学級、支援教室の先生方からは、学校、クラスの特徴、日々の取り組みについ

てスライドや書類を用いてわかりやすくお話ししていただきました。先輩保護者の

方々からは、幼少時からの様子や学校を決めた要因、学校でのお子さんの様子につ

いて丁寧にお話しいただきました。 

情報交換会終了後、参加者の方々からは「就学について悩んでいたが、専門の

方、学校の先生、先輩保護者のお話が聞ける機会があってとても為になった」、

「就学に向けて不安だったが、まとめて情報を得ることできた」というご意見をい

ただきました。この機会が、お子様の成長を促していくための学校選択の助けになればと思います。             

 
 

 
 

【診療科医師 大澤 麻記】 

【作業療法士  塩澤 悦子】 



 ２年前から月に１～２回、八王子の農家さん

の草取りや出荷のお手伝い“援農”をさせて頂

いています。八王子は都内一の農産地です。 

 最近では、若手農家さんが南

国の果物、パッションフルーツ

に力を入れています。その名を

“太陽の街・八王子”といい、

ルビー色の丸い実が黒っぽく少

しシワになった頃、半分に切っ

て黄色いゼリー状の果肉とつぶ

つぶの種をスプーンですくって食べると、爽や

かな香りで甘酸っぱくてジューシーな味を愉し

むことができます。八王子で南国フルーツ？と

思ったあなた。八王子祭りで一度聞いたら忘れ

られない民謡流しの“太陽踊り”を知っていま

すか？ そう、八王子は太陽の街だったんです

ね。 

 地産地消、地活、知れば知るほど地元愛が深

まるこの頃です。  【看護師  橋本 光代】 

こどもがかかりや
すい病気（発熱や
嘔吐・下痢など）

の 診 察・治 療 を
行っています。 
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各種 予防接種を行っています。 

予約制となりますので、詳しくはお電話でお問い
合わせください。 

 療育診療では、外来利用児者の増加によ
り、初診の待機期間が長く、再診も取りにくく
なっており、大変ご迷惑をおかけしておりま
す。現在の待機期間におきましてはホームペー
ジにてご確認をお願いいたします。 

 

ひとりでも多くの子どもに口

から食べる楽しみを知っても

らい、私のような食いしん坊

仲間を増やしていけたらと

思っています。  

常にお子さんとご家族の心

に寄り添う医療を心掛けて

参ります。精一杯頑張らせ

ていただきます。よろしく

お願い致します。  

一人でも多くのご家族が笑顔

で楽しく過ごせるよう、ご家

族のサポーターとなって、お

子さんの成長に合わせた手助

けをさせて頂ければと思いま

す。よろしくお願い致しま

す。  

4月からお世話になっており

ます。専門は精神科です。帰

るときには皆さんの気持ちが

少し軽くなっているような、

そんな診療を心がけたいと

思っています。よろしくお願

いいたします。 

神経小児科  松岡 雄一郎  歯科  尾本 和彦 

神経小児科  伊東 藍 児童精神科  岡村 麻梨佳 


